
 

アメリカ哲学フォーラム/American Philosophy Forum  第四回大会プログラム 

 

日時：2017 年 6月 24日（土）・25日（日） 

会場：東京女子大学（東京都杉並区善福寺／最寄り駅：中央線「西荻窪」） 

 

第一日目：6月 24日（土） 

10:30－12:30 一般セッション（Ⅰ） ［会場：本館（0号館）021］ 

司会者：乘立雄輝（東京女子大）    

10:30 – 11:10 一般発表 (1) 藤坂大佑（東洋大学大学院） 

           「活動性と経験の深み――ジェイムズ哲学における身体の位置づけ――」 

11:10－11:50 一般発表 (2) 山根秀介（舞鶴工業高等専門学校・助教） 

         「ウィリアム・ジェイムズの「改善論」について」 

11:50 – 12:30 一般発表 (3) 林研（大阪保健医療大学・非常勤講師） 

           「ジェイムズの超自然的宗教論とプラグマティズム」 

 

10:30－12:30 一般セッション（Ⅱ） ［会場：本館（0号館）0105］ 

    司会者： 村田康常（名古屋柳城短期大学）  

10:30 – 11:10 一般発表 (4) 清水友輔（中央大学大学院） 

                         「ホワイトヘッド哲学にみる時間論 

                                       ――切断と移行の概念をめぐって――」 

11:10－11:50 一般発表 (5) 佐藤陽祐（中央大学非常勤講師） 

                          「過ぎ去ったものたちはどこにあるのか 

                              ――ホワイトヘッド哲学における「過去」について――」 

11:50 – 12:30 一般発表 (6) 佐古仁志（立教大学兼任講師） 

                            「パースにおける「意識」の分類とその現代的再構築」 

 

12:30－14:00 昼休憩 Lunch Break 

 

14:00－     学会シンポジウム（I） 

             「ウィリアム・ジェイムズの地平」  ［会場：24号館 24201］ 

14:00－16:00   第一部:  

       ラッセル・B・グッドマン著『ウィトゲンシュタインとウィリアム・ジェイムズ』 

                     の翻訳出版に際して 

      提題者-1：大厩諒（中央大学・非常勤講師） 

           「問いの背景――ジェイムズの多角的理解に向けて」 

      提題者-2：嘉指信雄（神戸大学） 

                     「『心理学の哲学』再考――マインドフルネスから見た“経験と言語”――」 

                リスポンダント：冲永宣司（帝京大学） 

         司会者: 乘立雄輝（東京女子大学） 

 

16:10－18:00   第二部： フランスにおけるジェイムズ受容 ［会場：24号館 24201］ 

        提題者-1：Thibaud Trochu 

                         (Centre Alexandre Koyré d'histoire des sciences et des tehcniques, Paris)  

                        “James in France: From Jean Wahl to Deleuze ”  

            （「フランスにおけるジェイムズ受容――ジャン・ヴァールからドゥルーズへ」） 

        司会者: 小手川正二郎（國學院大学） 

 

18:15－20:00 懇親会 Reception    ［会場：同窓会館］ 

  



 

第二日目 6月 25日（日） 

9:00－10:20   

一般セッション（Ⅲ）          ［会場：本館（O号館）０２１］ 

    司会者：吉田幸司（上智大学客員研究員）         

 9:00－9:40  一般発表 (7) 谷川嘉浩（京都大学大学院） 

                                   「消費社会における超越性の問題 

                                          ――ブーアスティン、ニーバー、デューイ――」 

 9:40－10:20  一般発表 (8) 高柳充利（信州大学） 

                   「エマソンの「詩人」と教師の声の回復」 

 

一般セッション（Ⅳ）          ［会場：本館（O号館）０１０５］ 

 司会者：小田桐拓志（デューク大学リサーチフェロー） 

         9:00－9:40  一般発表 (9) 鵜飼峻二（名古屋大学大学院） 

                                        ”Dewey’s Deep Pragmatism” 

 9:40－10:20  一般発表 (10) Jordanco Sekulovski (Temple University Japan) 

                                       “The Politics of Redescription:  

                                          Alternative Vocabularies and Liberal Identities” 

  

10:30－12:15   

パネル・セッション（I） ［会場：本館（0号館）021］ 

         司会者：松井ギブソン佳子（神田外語大学） 

     提題者：荒井祐介（日本大学）、齋藤直子（京都大学）、朱燁（京都大学） 

        「人文社会科学の危機におけるアメリカ実践哲学 

             ――境界を超える国際教養、政治教養に向けて――」 

 

パネル・セッション（II） ［会場：本館（0号館）0105］ 

        提題者：新茂之（同志社大学）・佐々木崇（関西大学・非常勤講師）・ 

         加藤隆文（名古屋大学・日本学術振興会特別研究員 PD） 

    「パースの存在図形における図像性をめぐって――記号論的視座から――」 

 

12:15－13:30 昼休憩    Lunch Break 

13:30－13:50 総会  ［会場：24号館 24201］ 

 

14:00－17:00  

学会シンポジウム（II） 

「アメリカ哲学の新展開(2) ――ヌスバウムの政治哲学――」 ［会場：24号館 24201］ 

 

提題者：神島裕子（立命館大学）、河野哲也（立教大学） 

リスポンダント：金野美奈子（東京女子大学）、斎藤直子（京都大学） 

        小西克哉（ジャーナリスト、国際教養大学客員教授）   

司会者：嘉指信雄（神戸大学） 


